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銀
河
の
星
の
海
へ
の
旅
路
に
就
い
た
『
航
海
者
』

漆
畑
　
晨
斗

︱
宇
宙
探
査
機
ボ
イ
ジ
ャ
ー
一
号
、
太
陽
圏
を
離
脱

　

二
〇
一
三
年
九
月
、N

A
SA

が
三
十
六
年
前
に
フ
ロ
リ
ダ
の
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
か
ら
打
上
げ
た

宇
宙
探
査
機
が
太
陽
圏
の
離
脱
を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。
人
類
が
打
上
げ
た
、
稼
働
し
て
い
る

(

通
信
状
態
が
保
た
れ
、
地
球
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
が
成
立
し
て
い
る)

宇
宙
機
と
し
て

は
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。

　

私
は
、JA

X
A

の
傑
作
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
固
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
トM

-V

が
諸
般
の
事
情
で
運

用
終
了
し
、
性
能
と
コ
ス
ト
が
両
立
す
る
後
継
機
の
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
打
上
げ
を
見

届
け
た
鹿
児
島
・
内
之
浦
射
場
か
ら
の
帰
り
の
新
幹
線
の
電
光
掲
示
板
で
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し

た
。

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
と
は
、
二
機
の
シ
リ
ー
ズ
で
一
九
七
七
年
夏
に
打
上
げ
ら
れ
た
探
査
機
の
名
称
で
、

「
航
海
者
」
を
意
味
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
有
名
に
な
っ
た
「
惑
星
直
列
」
が
あ
り
、
太
陽
系

の
あ
る
方
向
に
ほ
ぼ
全
て
の
惑
星
が
ま
と
ま
る
た
め
、
何
か
天
変
地
異
が
起
こ
る
の
で
は
、
と
の

(

今
と
な
っ
て
は
完
全
な
笑
い
話
で
あ
る
が)

オ
カ
ル
ト
じ
み
た
話
題
が
上
る
一
方
で
、
広
大
な

太
陽
系
の
惑
星
を
複
数
、
単
一
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
相
次
い
で
訪
れ
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
、
主
と

し
て
力
学
的
な
観
点
か
ら
惑
星
探
査
計
画
が
推
進
さ
れ
る
好
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

あ
の
時
代
か
ら
三
十
年
あ
ま
り
…
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き
な
変
化
は
な
い

が
、
人
間
が
自
ら
作
り
出
し
た
も
の
を
太
陽
圏
の
外
に
送
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
の
意
義

は
決
し
て
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

太
陽
系
の
大
航
海-

惑
星
の
重
力
を
利
用
し
、
よ
り
遠
く
へ

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
惑
星
探
査
計
画
が
立
案
さ
れ
た
時
代
は
、
月
に
人
間
を
送
り
込
ん
で
そ
の
上
を
歩

き
、
し
か
る
べ
き
後
に
地
球
へ
無
事
に
帰
還
さ
せ
る
ア
ポ
ロ
計
画
が
終
了
す
る
頃
と
重
な
っ
て
い

る
。
宇
宙
予
算
が
天
井
知
ら
ず
に
上
が
っ
て
い
き
、
そ
れ
を
納
税
者
が
疑
問
を
抱
く
こ
と
な
く
熱

狂
的
に
支
持
す
る
時
代
は
終
焉
し
て
、
そ
の
予
算
配
分
は
「
乾
い
た
タ
オ
ル
を
絞
る
」
か
の
よ
う
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な
情
勢
だ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
百
八
十
年
ほ
ど
の
間
に
一
回
の
好
機
と
な
る
惑
星
配
置
を
利
用
し
た
複
数
の
惑

星
を
一
機
ま
た
は
二
機
の
探
査
機
で
次
々
に
訪
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
魅
力
的
で
も
あ
る
。

百
八
十
年
に
一
度
と
い
う
好
機
が
過
ぎ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
惑
星
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、

打
上
げ
時
期
と
そ
の
探
査
対
象
の
惑
星
へ
の
接
近
会
合
時
期
に
よ
り
、
別
の
惑
星
や
小
惑
星
・
彗

星
に
接
近
で
き
そ
う
な
機
会
が
あ
る
。
途
中
通
過
の
惑
星
は
、
重
力
ア
シ
ス
ト
を
兼
ね
て
い
て
、

軌
道
変
換
と
目
標
接
近
の
期
間
短
縮
が
目
的
で
あ
り
、
小
惑
星
・
彗
星
接
近
は
滅
多
に
見
ら
れ
な

い
始
原
的
天
体
の
知
見
を
得
る
観
測
の
機
会
で
あ
る
。
搭
載
観
測
機
器
の
試
験
運
用
も
兼
ね
て
い

る
。

　

本
来
の
構
想
が
新
た
な
有
人
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
み
の
予
算
を
必
要
と
す
る
規
模
で
あ
り
、
米

国
議
会
が
難
色
を
示
す
危
惧
が
濃
厚
だ
っ
た
た
め
、
予
算
獲
得
の
た
め
に
腹
案
が
用
意
さ
れ
て
い

た
。
木
星
と
土
星
の
探
査
を
優
先
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
そ
の
腹
案
は
承
認
さ
れ
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
計

画
と
し
て
同
一
機
体
二
機
を
相
次
い
で
打
上
げ
、
時
間
差
を
お
い
て
惑
星
に
接
近
す
る
、
現
在
知

ら
れ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
探
査
機
の
軌
道
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

延
長
が
認
め
ら
れ
れ
ば
一
号
は
木
星
・
土
星
の
後
に
冥
王
星
へ
、
二
号
は
二
大
ガ
ス
惑
星
の
後
に

天
王
星
・
海
王
星
に
も
接
近
観
測
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
。

︱
美
し
い
太
陽
系
の
惑
星
を
目
の
当
た
り
に

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
二
号
は
一
九
七
七
年
八
月
二
十
日
に
、
一
号
は
同
年
九
月
五
日
に
フ
ロ
リ
ダ
米
空

軍
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
基
地
よ
り
打
上
げ
ら
れ
た
。
打
上
げ
時
期
に
開
き
が
あ
っ
た
の
は
、
宇
宙

機
の
技
術
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消
を
行
な
う
た
め
だ
っ
た
。

　

一
号
の
方
が
遅
く
な
っ
た
が
、
二
号
よ
り
短
い
経
路
の
飛
行
と
な
っ
た
た
め
、
一
号
の
方
が
早

く
木
星
に
到
達
す
る
。
一
九
七
九
年
の
こ
と
だ
。

そ
の
次
の
目
的
地
で
あ
る
土
星
へ
は
一
号
が
一
九
八
〇
年
十
一
月
に
、
二
号
が
八
一
年
八
月
に
到

達
す
る
。

　

こ
の
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
探
査
計
画
に
お
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
教
授
の

Carl Sagan

で
あ
る
。
米
国
で
は
宇
宙
の
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
を
歴
史
絵
巻
の
よ
う
に
描
き
、

十
三
回
の
連
続T

V

シ
リ
ー
ズ
で
ボ
イ
ジ
ャ
ー
木
星
接
近
に
合
わ
せ
た
『
コ
ス
モ
ス
』
の
放
映
が

行
な
わ
れ
た
そ
う
だ
。
日
本
国
内
で
は
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
土
星
接
近
に
合
わ
せ
た
同
様
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
組
ま
れ
、Sagan

に
よ
る
原
作
訳
書
とT

V

版
の
場
面
を
多
数
活
用
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
本
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が
発
行
さ
れ
た
上
にSagan

本
人
を
招
い
た
公
式
イ
ベ
ン
ト
も
展
開
さ
れ
る
、
現
代
で
い
う
メ

デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
戦
略
が
展
開
、
現
役
の
天
文
学
者
が
映
画
の
大
ス
タ
ー
な
み
の
知
名
度
を
得
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
は
特
に
忘
れ
難
い
、
黄
金
に
も
匹
敵
す
る
日
々
と
な
っ
た
。

ほ
ぼ
連
日
の
よ
う
に
新
聞
紙
面
を
飾
る
、美
し
い
土
星
本
体
や
環
・
衛
星
の
奇
観
を
と
ら
え
た
数
々

の
画
像
。T

V

で
は
、
惑
星
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
経
過
に
伴
う
惑
星
と
探
査
機
の
位
置
関
係

を
示
す
、
探
査
機
管
制
を
行
な
うN

A
SA

/JPL

が
提
供
し
たCG

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
放
映
さ

れ
た
。
当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
能
力
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
のCG

は
非
常
に
精
巧
で
美
し
い
と

と
も
に
迫
力
が
あ
り
、
中
学
生
の
多
感
な
時
期
に
あ
っ
た
私
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
二
号
で
は
土
星
最
接
近
が
地
球
か
ら
は
交
信
の
途
絶
え
る
位
置
関
係
に
な
り
、
土
星
背

後
を
通
過
し
た
後
に
届
い
た
探
査
機
か
ら
の
画
像
が
何
を
と
ら
え
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、

ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
予
感
し
、
何
も
で
き
な
い
こ
と
に
焦
り
を
覚
え
た
が
、
カ
メ
ラ
の
向
き
を
変
え

る
走
査
台
の
ギ
ア
部
に
何
か
が
挟
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
判
明
、
運
用
関
係
者
の
根
気
強
い

調
整
で
無
事
に
復
旧
し
た
。

　

今
で
も
、
あ
の
時
期
に
美
し
い
土
星
圏
の
観
測
画
像
を
見
た
こ
と
は
、
本
当
に
幸
運
だ
っ
た
と

思
う
。

　

日
本
の
小
惑
星
探
査
機
『
は
や
ぶ
さ
』
な
ど
の
運
用
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
に
は
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー

の
成
果
に
感
動
し
、
そ
の
分
野
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
方
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
ん
な
話
を
知
っ
て
、
私
自
身
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

︱
太
陽
圏
離
脱
へ
の
長
い
道
程

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
一
号
は
、
土
星
探
査
を
終
え
て
惑
星
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
了
、
惑
星
空
間
の
物

理
を
調
べ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
行
し
た
。
太
陽
系
内
で
唯
一
濃
密
な
大
気
を
持
つ
衛
星
タ
イ
タ
ン

探
査
を
行
な
う
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
優
先
し
た
た
め
、
冥
王
星
探
査
は
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。

　

二
号
の
方
も
、
実
は
土
星
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
副
大

統
領
と
ベ
イ
カ
ー
上
院
院
内
総
務(

い
ず
れ
も
当
時)

の
口
添
え
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
延
長
が
決
ま
り
、

天
王
星
・
海
王
星
の
探
査
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
惑
星
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
十
一
世
紀
に

な
っ
て
も
立
案
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
面
は
科
学
の
教
科
書
に
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
画
像
が
使
わ
れ
続
け

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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さ
て
、
太
陽
圏
と
は
、
太
陽
が
放
出
す
る
太
陽
風(

太
陽
荷
電
粒
子
ま
た
は
プ
ラ
ズ
マ)

及
び

太
陽
磁
場
が
、
天
の
川
銀
河
の
磁
場
や
銀
河
宇
宙
線
に
対
し
て
優
勢
な
領
域
で
あ
る
。
両
者
の
強

度
が
拮
抗
す
る
領
域
が
太
陽
圏
界
面
で
、
こ
こ
を
一
号
が
い
つ
通
過
す
る
か
が
も
っ
ぱ
ら
の
関
心

事
だ
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
に
は
、
磁
気
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
呼
ば
れ
る
領
域
を
、
太
陽
風
と
銀
河
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
粒
子
が
交
互
に
高
速
道
路
の
ラ
ン
プ
を
行
き
交
う
よ
う
に
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

も
う
間
も
な
く
太
陽
圏
を
離
脱
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。

ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
太
陽
圏
離
脱
を
判
断
す
る
に
は
、
三
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
銀

河
系
磁
場
・
銀
河
宇
宙
線
の
強
度
入
射
量
の
増
加
と
磁
場
方
向
の
変
化
の
検
出
が
そ
の
条
件
だ
っ

た
。
そ
れ
ら
の
内
二
つ
は
既
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
三
つ
目
の
磁
場
方
向
の
変
化
が
未
検
出
と
さ

れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
太
陽
が
二
〇
一
二
年
三
月
に
放
出
し
た
大
規
模
な
プ
ラ
ズ
マ
が
十
三
ヶ
月
後
の
一
三

年
四
月
に
宇
宙
機
周
辺
に
届
き
、
宇
宙
機
周
辺
の
プ
ラ
ズ
マ
物
質
を
「
バ
イ
オ
リ
ン
の
弦
を
震
わ

せ
る
」
よ
う
な
振
る
舞
い
を
さ
せ
た
た
め
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
が
い
る
領
域
の
空
間
の
物
理
状
態
が
判

明
し
た
。
ま
た
、
太
陽
磁
場
と
銀
河
空
間
磁
場
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
二
〇
一
三
年

九
月
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
遡
り
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
一
号
が
太
陽
圏
を
離
脱
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
、
と
発
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る(

二
号
の
太
陽
圏
離
脱
に
は
も
う
数
年
か

か
る
見
込
み)

。

旅
人
の
物
語
︱
そ
し
て
銀
河
の
海
へ

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
に
お
い
て
象
徴
的
な
画
像
は
、
一
九
九
〇
年
に
カ
メ
ラ
を
再
起
動
し
て
撮
影
さ
れ

た
「
太
陽
系
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
」
で
あ
る
。
冥
王
星
と
水
星
・
火
星
は
位
置
関
係
と
明
る
さ
が
適
切

で
な
い
こ
と
か
ら
撮
影
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
の
惑
星
は
撮
影
で
き
た
。
私
た
ち
の
故
郷
の
地
球

も
、
小
さ
な
点
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
。
画
像
の
画
素
数
個
に
し
か
写
ら
な
い
青
い
微
か
な
点
に
、

数
十
億
と
い
う
人
々
が
生
き
、
四
十
六
億
年
の
太
陽
系
の
歴
史
の
一
瞬
が
写
さ
れ
た
こ
と
に
、
多

く
の
人
々
が
深
い
感
慨
を
覚
え
た
。

　
　

ま
た
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
は
か
つ
て
海
を
越
え
て
異
国
に
向
か
う
人
た
ち
が
旅
の
目
的
を
記
し
た

外
交
親
書
を
携
え
る
が
ご
と
く
、
レ
コ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
地
球
の
画
像
と
音
声
の
便
り
を
託
さ

れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
地
球
の
文
明
を
と
ら
え
た
ス
ラ
イ
ド
に
、
人
類
が
文
明
を
築
く
ま

で
の
歴
史
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
再
現
す
る
音
声
、
米
大
統
領
カ
ー
タ
ー
氏
や
国
連
事
務
総
長
ワ
ル
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ト
ハ
イ
ム
氏
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
語
で
の
挨
拶
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
で
は
「
こ
ん
に

ち
は
、
お
元
気
で
す
か
」
と
い
う
女
性
の
声
が
収
録
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
は
エ
ジ
ソ
ン
に
よ
る

蓄
音
機
発
明
百
周
年
で
も
あ
っ
た
。

ボ
イ
ジ
ャ
ー
と
は
、
二
〇
二
〇
年
頃
ま
で
通
信
が
可
能
で
あ
る
。Sagan

は
一
九
九
六
年
十
二
月

に
永
眠
さ
れ
た
が
、
ぜ
ひ
と
も
見
届
け
て
戴
き
た
い
場
面
だ
っ
た
。

　
　
　
　

(

了)
一
九
八
四
年

　

静
岡
県
立
吉
原
工
業
高
校
電
子
科
卒
。

　

日
立
電
子
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
入
社

一
九
八
七
年

　

同
社
退
職

　

以
降
、
糊
口
を
し
の
ぐ
た
め
に
人
材
派
遣
業
に
従
事
。

一
九
九
五
年

　

登
録
し
て
い
た
人
材
派
遣
会
社
が
倒
産
し
、
派
遣
先
の
工
場
に
出
入
り
し
て

　

い
た
会
社
に
移
籍
、
富
士
市
か
ら
沼
津
市
に
転
居
。

　

そ
の
年
の
秋
に
、
タ
イ
で
皆
既
日
食
を
観
測
し
た
。

　

二
年
後
、
そ
の
時
の
写
真
が
入
選
す
る
。

二
〇
〇
一
年
十
一
月

　

天
上
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
な
し
し
座
流
星
群
を
見
て
、
天
文
の
道
を
仕
事
に

　

す
る
べ
く
、
行
動
を
開
始
し
た
。

二
〇
〇
二
年

　

月
光
天
文
台
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
。

二
〇
〇
五
年
十
二
月

　

現
職

二
〇
一
三
年

　

第
九
回
『
文
芸
思
潮
』
エ
ッ
セ
イ
賞
に
て
、
科
学
記
録
特
別
賞
を
受
賞
。

漆
畑　

晨
斗

(

う
る
し
ば
た　

あ
さ
と)


